
 

“種まき”と“播種”の違いがわかる知恵袋を開発 

－共通農業語彙の開発－ 

 
試験研究計画名： 情報・通信・制御の連携機能を活用した農作業システムの自動化・知能化

による省力・高品質生産技術の開発 
研究代表機関名： 国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構 

 

背景とねらい： 
異なるシステムで作成されたデータを統合的に解析することで、農産物の収量や品

質、経営を最適化することが求められています。データの管理組織が異なると同じデー

タでも異なる名称で管理されることがあり、コンピュータがデータ比較などの処理を適

切にできない原因となります。そこで、これまで開発事例がない、農業に関する名称を

定義する語彙体系を構築公開し、情報基準として整備することで、データを連携して解

析することを可能にします（図１）。 

 
特長と効果： 
１）共通農業語彙は栽培履歴データに頻出する農作業名を対象とした農作業基本オント

ロジー、農薬情報に頻出する農作物名を対象とした農作物語彙体系を含みます。 

２）農作業基本オントロジーは、階層構造を持ち、農作業の概念を属性（例；作業目

的）と属性値（例；収穫）で定義します（図２）。農作物語彙体系は、基本的には

階層構造を持たず、農作物を学名、別名などで表したものです。 

３）CAVOCサイト（http://www.cavoc.org/）では共通農業語彙のデータを閲覧できま

す。また、同サイトでは機械可読で再利用可能なデータフォーマット（csv、RDF

等）でデータをダウンロードが可能です。手にとって閲覧できるよう冊子体も提供

しています。 

４）共通農業語彙は、インターネット上の固有の番号（URI）を持ち外部からリンクが

可能です。 

５）共通農業語彙は、内閣府が「ITシステムで用いる農作業および農作物の名称に関

する個別ガイドライン」で優先使用を推奨した用語リスト（以下標準用語とする）

と連携しています。農作業名あるいは農作物名を標準用語に変換する API 

(http://cavoc.org/cvo.php#api)」を提供しており、農作業あるいは農作物名の標

準化に役立ちます。 
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用語をそのまま利用してデータ連携可。 

用語は「は種」と同じ意味として処理。 

＜情報基準なし＞ ＜情報基準あり＞ 

データ連携には用語間での対応付け必要。 

図１ 情報基準によるデータ連携のイメージ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

社会実装の対象と可能性： 
ソフトウェア開発業者、研究者が農業データを連携させたサービスを開発する際に活

用されます。 
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図２ 公開サイトにおける農作業基本オントロジーの表示例 
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